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第１　決算・予算及び主な事業について

第１　決算・予算及び主な事業について

１．　令和５年度決算・令和６年度予算の状況

　（１）　令和５年度決算報告　                           

（単位：千円）

予算現額 決算額 不用額

(A) (B) (A-B)

679,007 656,928 22,079

5,940 △ 5,940

87,599 87,334 265

73,000 73,000 0

584 583 1

40,393 39,934 459

430 412 18

5,000 5,000 0

813,013 790,191 22,822

【不用額の主な理由】

(参考)人口同規模中核市の図書購入費の比較
（令和5年3月31日現在。図書費は令和5年度予算）

人口 図書購入費 施設数 市民１人当たりの
（千人） （千円） （館数） 図書購入費（円）

富山市 411 73,000 25 177.62
岐阜市 404 58,960 7 145.94
長崎市 406 36,501 2 89.90
豊田市 419 38,101 2 90.93
金沢市 449 97,903 5 218.05

全中核市平均 366 44,174 5 120.69
参考：『日本の図書館2023』（日本図書館協会）

①管理運営事務費　　光熱水費およびTOYAMAキラリビル管理協議会負担金が見込みを下回ったため

都市名

⑥知を深める市民交流推進
事業費

・図書館交流行事等

合　計

④図書館ネットワーク事業費
・図書データ購入費
・システム機器借上料等

⑤音と映像資料充実事業費 ・ＣＤ・ＤＶＤ購入費等

②蔵書充実事業費
・図書購入費
・新聞・雑誌・逐次刊行図書等

内、図書購入費

③読書普及事業費
・障害者サービス事業費消耗品
・録音図書DAISY機器借上料等

内、繰越明許 ・本館天つなぎ・ビス止め業務委託

事業名 備考

①管理運営事務費
・本館、分館窓口業務委託
・人件費、職員報酬
・施設設備維持館管理費等
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第１　決算・予算及び主な事業について

　（２）　令和６年度予算について
（単位：千円）

令和6年度
当初予算額

令和5年度
当初予算額

増減額

(A) (B) (A-B)

726,883 658,218 68,665
・本館、分館窓口業務委託
・人件費、職員報酬
・施設設備維持館管理費等

86,457 86,493 △ 36
・図書購入費
・新聞・雑誌・逐次刊行図書等

73,000 73,000 0

482 588 △ 106
・障害者サービス事業費消耗品
・録音図書DAISY機器借上料等

31,662 39,736 △ 8,074
・図書データ購入費
・システム機器借上料等

430 430 0 ・ＣＤ・ＤＶＤ購入費等

5,000 5,000 0 ・図書館交流行事等

850,914 790,465 60,449

【主な増減理由】
①管理運営事務費　　　　　 キラリビル中長期修繕負担金、駅南・こども図書館LED化による増
④図書館ネットワーク事業費　図書館システム機器一式借上料再リースに伴う減

合　計

③読書普及事業費

④図書館ネットワーク事業費

⑤音と映像資料充実事業費

⑥知を深める市民交流推進
事業費

内、図書購入費

事業名 備考

①管理運営事務費

②蔵書充実事業費
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第１ 決算・予算及び主な事業について 

 

２．図書館交流行事 

 

図書館本館では、新本館の開館時（平成 27 年 8 月）より、学習や暮らしに役立つ情報提供、市民

の読書普及および図書館の利用促進を図るとともに、併せてまちなかの賑わい創出の目的で「図書館

交流行事」を開催しています。 

 

・運営主体  富山市立図書館交流行事運営委員会（構成：学識経験者、まちづくり関連団体等） 

・開催場所  図書館本館及び周辺 

・開催実績   

令和 6年度上半期 開催回数：84 回、開催参加者数：4,577 人（9 月末現在） 

【参考】令和 5年度 開催回数：162 回、開催参加者数：8,190 人 

 

・令和 6年度開催実績（抜粋）   

（１）セミナー等 

目的：市民の様々な活動（学び、暮らし、ビジネス、まちづくり等）に役立つ情報について、

講師を通じてわかりやすく提供する。 

行事（例） 開催日 開催場所 人数 

セミナー「富山大学に古墳が！ 富山市杉谷古墳

群の調査と意義」 
6 月 8日 2F ロビー 85 

セミナー「ここまで進んだ最新の肺がん治療」       9 月 7日 2F ロビー 105 

放送大学夏のオープンセミナー「野生動物との共

存を考える」 
9 月 14 日 3F セミナールーム 25 

 

【セミナー「富山大学に古墳が！富山市杉谷古墳群の調査と意義」】 

 富山市杉谷古墳群（杉谷キャンパス内）は、はじめて発掘されてから今年で 50 年を迎え

た。邪馬台国から大和政権の時代における富山平野のクニづくりについて考えていくセミナ

ーを開催した。 

開場から高齢者を中心に多くの参加者が集まり、皆熱心に聞いていた。古墳や古代文化に

関心のある層が多いことがわかった。会場の入口に杉谷古墳群の調査報告書を展示したとこ

ろ、貸出はなかったが、多くの参加者が資料を手にとって見ていた。 
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第１ 決算・予算及び主な事業について 

 

（２）イベント等 

目的：図書館の理解を深めたり、或いは文学、文化・芸術などの魅力に触れたりすることがで

きる行事を開催し、図書館利用のきっかけとするとともに、来街者の増に貢献していく。 

行事（例） 開催日 開催場所 人数 

鳥海修さん講演会 

「フォントのはなし 本と明朝体」 
5 月 19 日 2F ロビー 153 

柚木麻子さん講演会 

「語って聞いて英気を養う」 
9 月 29 日 9F キラリホール 140 

 

（３）児童行事 

目的：幼児・児童の心豊かな成長を促すとともに、図書館を利用してもらうきっかけとする。 

行事（例） 開催日 開催場所 人数 

児童図書展示「おしえて！図書館蔵」 
4 月 23 日～ 

5 月 27 日 
3F フロア  334 

児童図書展示「だいぼうけん！図書館の海」 
7 月 4 日～ 

8 月 27 日 

3F セミナー

ルーム 
1,392 

キラリ×ボードゲーム！ 8 月 17 日 2F ロビー 225 

 

【児童図書展示「だいぼうけん！図書館の海」】 

  ①外遊び、②自然、③食べもの、④魔物、⑤音楽・室内遊びの 5か所でジャンルごとに資

料を展示した。書架で 1冊資料を借りるとシールを 1枚台紙に貼ることができ、3カ所以上

で、本をかりて、シールを集めた子どもには図書館オリジナル＜ゆらゆら船バランスゲーム

＞をプレゼントした。おすすめの本をふせんに書いて教えてもらう「みんなの本の海」コー

ナーを設置したところ、低学年向けの児童書や絵本のタイトルを中心に多数コメントが寄せ

られた。各コーナーのイメージで作成したキャラクターや台紙裏面の十進分類のキャラクタ

ーが子どもたちから好評で、サンプルのオリジナルゲームで遊ぶ姿がみられた。 
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第１ 決算・予算及び主な事業について 

 

（４） 本の企画展示 

目的：テーマ別に図書館の本の魅力をわかりやすく紹介し、利用増を図る。 

項目 展示（例） 開催日 開催場所 

一般 

柚木沙弥郎の手しごと 

1月に101歳で逝去した柚木氏が手がけた絵本のほ

か、「民藝」や「型染め」の本を展示。 
5 月 9日～ 

6 月 4日 

4F 一般 

図書フロア 

相互
そ う ご

貸借
たいしゃく

～キラリの外を旅した本～ 

富山市立図書館が一年間に他の図書館へ貸出した資

料を展示。 

8 月 8日～ 
9 月 3日 

同上 

作家ピックアップ 柚木麻子さん 

～関連展示 ゆかりの女性作家たち～  

9 月 29 日に開催する講演会に合わせて、柚木氏の著

作とともに柚木さんゆかりの女性作家の本を展示。 

9 月 4日～ 

10 月 1 日 
同上 

児童 

長谷川義史さんの本 

高志の国文学館の企画展示「しあわせにな～れ！長

谷川義史のえほん展」に合わせ、長谷川氏の手がけ

た本を展示。 

6 月 8日～ 

7 月 2日 

3F 児童 

図書フロア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長谷川義史さんの本】 
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第２ 利用者からのご意見などについて 

 

第２ 利用者からのご意見などについて 

１． 利用者アンケート調査結果 

アンケート期間：令和 6年 7月 11 日（木）～ 25 日（木） 15 日間        

対象：本館・地域館・分館等（自動車文庫を除く） 

回答数：853 件（回収率 44.2％） 

 

（１）年齢・住所 

年齢 割合 回答数 年齢区分 割合 回答数 

12～18 歳 9.4% 79 学生 9.4% 79 

19～29 歳 4.5% 38 
  

働き世代 

  

  

48.4% 

  

  

408 

  

30 歳代 12.7% 107 

40 歳代 18.5% 156 

50 歳代 12.7% 107 

60 歳代 18.6% 157   

高齢者 

  

  

42.2% 

  

 

356 

  

70 歳代 18.3% 154 

80 歳～ 5.3% 45 

 

住所   割合 回答数 

富山市内 95.8% 794 

富山県内 3.7% 31 

富山県外 0.5% 4 

 

 

 

（２）利用頻度 

〇利用頻度×年代     

 年 代 

 利用頻度 学生 働き世代 高齢者 全体 

週 2回以上 8.9% 18.0% 24.5% 19.9% 

2 週間に 1回程度 35.4% 46.1% 55.6% 49.0% 

月 1 回程度 19.0% 21.9% 16.2% 19.3% 

2 か月～半年に 1回程度 15.2% 7.4% 2.3% 6.0% 

ほとんど利用しない 21.5% 6.7% 1.4% 5.9% 
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第２ 利用者からのご意見などについて 

 
（３）利用目的 

〇利用目的×年代 

  年 代 

利用目的 学生 働き世代 高齢者 全体 

本や雑誌を借りる 39.1% 63.6% 65.2% 61.3% 

館内で本や雑誌、新聞を読む 10.6% 15.1% 14.1% 14.2% 

図書館の資料で調べ物をする 9.3% 7.0% 8.0% 7.7% 

職員に本や調べ物の相談をする 2.0% 2.5% 2.9% 2.6% 

インターネット端末を使う 2.0% 2.2% 1.6% 1.9% 

データベースサービスを使う 1.3% 0.2% 0.2% 0.3% 

学習をする 24.5% 4.3% 2.9% 6.2% 

仕事をする 1.3% 1.0% 0.2% 0.7% 

行事に参加する 1.3% 1.0% 1.8% 1.3% 

観光・旅行 0.7% 0.3% 1.2% 0.7% 

同じ建物の施設を利用する 2.0% 1.3% 0.4% 1.0% 

特に目的はない 4.0% 0.7% 0.4% 0.9% 

その他 2.0% 0.8% 1.2% 1.1% 

 

 

〇利用目的×利用頻度 

         利用頻度     

 利用目的  週 2回以上 
2 週間に 1回

程度 
月 1回程度 

2 か月～半年

に 1回程度 

ほとんど利用

しない 

本や雑誌を借りる 53.5% 67.4% 62.4% 50.6% 52.8% 

本や雑誌、新聞を読む 19.9% 11.6% 14.1% 13.8% 9.7% 

資料で調べ物をする 6.3% 7.5% 7.3% 12.6% 11.1% 

本や調べ物の相談をする 3.1% 2.3% 2.6% 4.6% 1.4% 

インターネット端末 4.5% 0.7% 1.7% 3.4% 0.0% 

データベースサービス 0.7% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

学習をする 7.3% 4.7% 5.6% 10.3% 11.1% 

仕事をする 0.7% 0.7% 0.4% 1.1% 1.4% 

行事に参加する 1.0% 1.6% 1.7% 0.0% 1.4% 

観光・旅行 0.7% 1.0% 0.4% 0.0% 0.0% 

同じ建物を利用する 0.7% 0.7% 1.7% 2.3% 1.4% 

特に目的はない 0.0% 0.5% 1.3% 1.1% 6.9% 

その他 1.4% 1.0% 0.9% 0.0% 2.8% 
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第２ 利用者からのご意見などについて 

 
（４）充実してほしい資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）サービス認知度 

 使ったことがある 知っているが使った 

ことはない 

知らない 

HP からの予約 48.1％ 33.2％ 18.7％ 

蔵書検索機からの予約 34.9％ 43.4％ 21.8％ 

ネットやデータベース

の館内利用 

 

26.9％ 

 

55.3％ 

 

17.8％ 

リクエスト 29.8％ 44.4％ 25.9％ 

相互貸借 31.8％ 39.4％ 28.8％ 

メールでの新刊案内 14.8％ 34.6％ 50.7％ 

増加図書目録 27.3％ 36.9％ 35.7％ 

大人向け行事 21.0％ 48.7％ 30.4％ 

子供向け行事 20.1％ 62.1％ 17.8％ 

SNS 8.1％ 35.3％ 56.6％ 

 

 

 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

小説

エッセイ

実用書

研究書

郷土図書

大活字本

児童図書

絵本

雑誌

新聞

外国語図書（大人向け）

外国語図書（子ども向け）

辞書などの参考図書

その他

学生

働き世代

高齢者

全体
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第２ 利用者からのご意見などについて 

 
（６）充実してほしいサービス 

 

 

（７）満足度 

各サービスにおける満足度 

全館        

  満足 やや満足 やや不満 不満 

施設・設備の使いやすさ 67.9% 28.8% 2.8% 0.5% 

館内の案内表示のわかりやすさ 59.0% 36.3% 4.4% 0.4% 

目的の本や雑誌の探しやすさ 54.5% 39.5% 5.5% 0.5% 

職員の対応や説明 78.1% 20.4% 1.4% 0.1% 

総合的な満足度 68.5% 29.4% 1.6% 0.5% 

 

〈内訳〉 

 

  満足 やや満足 やや不満 不満 

施設・設備の使いやすさ 76.4% 19.1% 4.5% 0.0% 

館内の案内表示のわかりやすさ 66.9% 26.1% 5.7% 1.3% 

目的の本や雑誌の探しやすさ 60.3% 33.3% 5.1% 1.3% 

職員の対応や説明 84.8% 13.3% 1.9% 0.0% 

総合的満足度 73.4% 24.1% 2.5% 0.0% 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

現状で満足している

調べ物や本選びの相談

ビジネス支援

データベースの種類

本の企画展示（大人向け）

本の企画展示（こども向け）

講座や講演会

子ども向けの行事

その他

学生

働き世代

高齢者

全体

本館 
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第２ 利用者からのご意見などについて 

 
 

 

  満足 やや満足 やや不満 不満 

施設・設備の使いやすさ 65.8% 31.1% 2.5% 0.6% 

館内の案内表示のわかりやすさ 57.0% 38.8% 4.0% 0.2% 

目的の本や雑誌の探しやすさ 53.1% 41.0% 5.6% 0.3% 

職員の対応や説明 76.5% 22.1% 1.2% 0.2% 

総合的満足度 67.3% 30.7% 1.4% 0.6% 

 

 

（８）意見・要望 

 

 

  

地域館・分館・ぶらり 

（件数） 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

お褒め・励ましの言葉

資料に関すること

HP、図書館システムについて

展示・イベントに関すること

貸出・返却・予約に関すること

施設管理（駐車場）

施設管理（学習スペース）

施設管理（その他）

職員対応

その他
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２．　利用者からの主なご意見とその対応

対応

1 本館
令和6年9月末で毎日新聞の富山県内
の配送を休止するが、購入を継続して
ほしい。

利用者からの要望も多くあることから、毎日新聞・
産経新聞ともに、郵送で取り寄せて提供を継続す
ることとした。

2 本館

（学校図書館司書）
授業等で学校図書館の資料のほか
に、公共図書館の資料を併用して使う
場面が多いため、公共図書館の使い
方や資料の検索の仕方を詳しく知りた
い。

当館司書を講師として、富山市学校司書研修会で
９０分の図書館使い方講座を行った。

3 本館
図書検索機の前に、丸椅子を置いて
ほしい。高齢のため、中腰での検索
は、負担が大きくたいへんである。

4階、5階の検索機前に一脚ずつ椅子を設置した。
車いすの利用者もいることから、全ての検索機に
は設置はしなかった。

4 本館
ブックリスト「ビーだま」に選ばれた本は
常にコーナーを作って置いてほしい。

本館3階児童図書フロアに「ビーだま」のコーナー
を常設予定である。

5
地域館・

分館

最近、システムの貸出・返却等のス
ピードが遅くなったので改善してほし
い。

システム業者を通じて調査したところ、図書館間の
通信に使用しているネットワークサービス網の混雑
が原因だった。令和7年度のシステム更新を機に
ネットワークを改善する予定である。また、今年度
は特に遅い山田・細入図書館の回線工事を行っ
た。

6 大沢野

令和5年4月にリニューアルオープンし
た大沢野図書館について、なぜこのよ
うな開放的な設計にしたのか教えてほ
しい。

大沢野会館の図書館を核とした多世代交流拠点
という建築コンセプトについてのセミナー及び設計
者の解説による図書館ツアーを開催し、ご理解を
いただいた。

ご意見
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 第３　図書館の運営評価について

《評価について》

１．活動実施状況について

（１）資料購入費　（単位：千円）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
自動車文庫 総合（計）

R4 25,133 23,575 24,003 2,973 2,129 77,813
R5 24,131 17,931 25,824 2,746 2,367 72,999

対前年比 96.0% 76.1% 107.6% 92.4% 111.2% 93.8%
評価 B C A C A C

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

第３　図書館の運営評価について（令和5年度）

評価Ａ：前年度より増加した、または充実を図った。(対前年比5%以上の増)
評価Ｂ：前年度と同程度、または、例年と同程度である。　(対前年比5%未満の増減)
評価Ｃ：前年度未満、または、改善を要するレベルである。(対前年比5%以上の減)

　　図書館法第７条の３の規定に基づき、富山市立図書館の各種統計数値等を用いて、図書館の運営
の状況について評価を行い、改善点など、今後の方向性について検討を行った。

　令和5年度の資料購入費は、令和4年度と比
べ総合計では4,814千円の減額となっている。
令和4年度は大沢野・大山図書館の新館用資
料購入費の予算が増額となったことによるもの
であり、令和5年度も近年の水準を維持してい
る。

　令和6年度の資料購入費は、令和5年度と同額の73,000
千円であるが、本の単価が上昇していることから本の購入冊
数は減少する見込みである。
　今後も予算の確保に努めるとともに、地域館・分館の資料
の更新を積極的に行い、図書館全体として魅力ある蔵書構
成を図る。

25,133 23,575 24,003

2,973 2,129

24,131
17,931

25,824

2,746 2,367

0

10,000

20,000

30,000

本館 直営7館
（地域館・岩瀬分館）

委託15館

（分館）

委託2館
（とやま駅南・こども）

自動車文庫

R4 R5

-12-



 第３　図書館の運営評価について

（２）除籍冊数　（単位：冊）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
自動車文庫 総合（計）

R4 10,820 28,611 12,342 1,385 1,202 54,360
R5 9,760 10,636 12,159 1,022 1,317 34,894

対前年比 90.2% 37.2% 98.5% 73.8% 109.6% 64.2%
評価 C C B C A C

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（３）雑誌数　（単位：誌）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R4 494 181 164 50 889
R5 481 179 163 50 873

対前年比 97.4% 98.9% 99.4% 100.0% 98.2%
評価 B Ｂ Ｂ B B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

※雑誌数の数値は、各館で所蔵しているタイトル数を合計したもので重複資料がある。

　全館で収容能力を超えることのないよう、損
傷した資料や利用の見込がない資料の除籍を
進めている。地域館の対前年比の割合が大幅
に低下しているのは、令和4年度は大沢野・大
山図書館の移転を機に除籍をすすめ地域館
の除籍冊数が増加したためである。全体では、
購入冊数（35,322冊）とほぼ同数を除籍し、新
鮮な書架の維持に努めている。

　全館で計画的に除籍を進め、新しい資料が揃う魅力的な
空間を保つ。
　本館においては、県立図書館の蔵書も考慮し、適切な除籍
を行い、収蔵スペースを確保する。

　近年、雑誌の休刊が相次いでいる。令和5年
度は当館で所蔵していた雑誌のうち、休刊が
17タイトルあった。新規タイトルの購入や複本を
追加購入することで対応したが、雑誌数は11タ
イトル、総合計数でも16誌の減となった。

　雑誌は図書と比べて速報性に勝り、市民の身近な情報源
となっていることから、限られた財源の中で、魅力ある雑誌構
成となるよう様々なジャンルを取り揃える。
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 第３　図書館の運営評価について

（４）録音図書所蔵タイトル数　（単位：タイトル）
本館

R4 2,807
R5 2,941

対前年比 104.8%
評価 B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

※タイトル数は、ＤＡＩＳＹとカセットのタイトルを合計したもので、重複資料がある。

（５）講座等開催回数（一般）　（単位：回）
本館

R4 61
R5 52

対前年比 85.2%
評価 C

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（６）その他行事等開催回数（一般）（単位：回）
本館

R4 21
R5 20

対前年比 95.2%
評価 B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞
　『ちきゅうパスポート』原画展や朗読と生演奏
のコンサート、講演会など、図書館や本に関連
した行事を開催した。令和４年度とほぼ変わら
ない回数を実施できている。

　市民の関心やニーズを考慮した企画を実施し、図書館へ
の理解促進と来館のきっかけづくりに努めるとともに、SNSを
活用し積極的なPRを行う。

　録音図書は、ボランティア団体に制作を依頼
しており、デジタル録音図書（ＤＡＩＳＹ）68点、カ
セットテープ63点の新規タイトルを追加すること
ができた。

　視覚障害者に役立つ情報提供のため、今後も、ボランティ
ア団体の協力を得て、録音図書の制作を行う。
　録音図書は、カセットテープの入手が難しくなっていることな
どから、令和6年3月をもってカセットテープ版の制作を終了し
た。
　カセットテープの利用者へは、DAISYへの切り替えを依頼し
た。

　国文学研究資料館や富山大学等の教育施
設のほか、県よろず支援拠点や法務局等と連
携したセミナーを実施した。令和４年度と比較
して回数が減少しているのは、コロナ禍に多く開
催していた「図書館使い方講座」等の自主事
業の回数が減ったためである。

　今後も本市の情報の拠点として、暮らしや学び、ビジネスな
ど市民の活動に役立つ情報を提供する講座を開催する。
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 第３　図書館の運営評価について

２．活動実施による成果について

（１）貸出冊数　（単位：冊）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
自動車文庫 総合（計）

R4 407,373 367,323 819,969 84,641 49,274 1,728,580
R5 366,878 375,907 815,532 81,151 49,193 1,688,661

対前年比 90.1% 102.3% 99.5% 95.9% 99.8% 97.7%
評価 C B B B B B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

 （２）有効登録率　（単位：％）（過去５年に利用のあった実人数/市人口）
全館（計）

R4 22.4
R5 21.9

対前年比 97.8%
評価 B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞
　有効登録者数は微減しているが、新規登録
者数は昨年度とほぼ変わらない。

　令和4年度より市民大学や公民館へ出張しての「図書館使
い方講座」を開催しており、今後も図書館利用促進の機会を
増やしていきたい。

　大沢野図書館、大山図書館が移転開館した
ため、貸出冊数の増加がみられた。１月に地震
の影響で本館が約２週間休館したため、本館
の貸出冊数の減少が大きい。その他の館の貸
出冊数はほぼ昨年同様であった。

　貸出冊数全体としてはほぼ昨年同様であり、これまでと同様
に限られた予算を有効に活用し、多様なニーズに応えられる
資料を提供できるよう選書を行う。また、イベントに連動した展
示やポップでの図書のPRを行うなど、新たな発見がある環境
をつくり、貸出増につなげる。
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 第３　図書館の運営評価について

（３）入館者数（単位：人）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
自動車文庫 総合（計）

R4 654,422 146,763 274,150 118,612 16,045 1,209,992
R5 712,767 226,913 275,965 133,395 16,080 1,365,120

対前年比 108.9% 154.6% 100.7% 112.5% 100.2% 112.8%
評価 A A B A B A

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（４）レファレンス件数（単位：件）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R4 4,062 834 4,277 583 9,756
R5 3,495 961 3,929 660 9,045

対前年比 86.0% 115.2% 91.9% 113.2% 92.7%
評価 C A C A C

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

　大沢野図書館、大山図書館の移転開館が
あったとこから、直営7館の入館者数が大幅増
となった。

　魅力的なイベントを企画し、これまで来館の機会がなかった
市民へ積極的にSNS等でアピールを行いたい。

　令和4年度に比べ減少したが、大沢野図書
館においては増加している。これは移転開館し
たことで、新規の利用があったためと考えられ
る。

　地域館・分館に課題解決のための参考図書や専門図書の
ほか、郷土資料などが充実するよう選書に努める。また、司
書の経験値をあげるためにも研修を継続していく。
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 第３　図書館の運営評価について

（５）視覚障害者貸出件数　（延べ件数）（単位：件）
本館

R4 108
R5 103

対前年比 95.4%
評価 B

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（６）講座等参加人数（一般）　（単位：人）
本館

R4 1,227
R5 1,301

対前年比 106.0%
評価 A

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（７）その他行事等参加人数（一般）　（単位：人）
本館

R4 3,123
R5 2,523

対前年比 80.8%
評価 C

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

　貸出冊数は減少傾向にある。登録者数は、こ
こ数年横ばいである。（令和5年度登録者：72
人）
　国立国会図書館が運営する視覚障害者等
用データ送信サービス等、視覚障害者が図書
館を経由せずに直接DAISYデータ等を利用で
きる土壌も少しずつ広がっていることが一因であ
ると考えられる。

　令和5年度は障害福祉課や富山県中央病院等に、当館の
サービスをＰＲするチラシを配布し認知度向上に努めた。引き
続き、図書館のホームページやＳＮＳでの情報発信、病院や
関連施設への情報提供を行う。
　また、令和4年9月から、国立国会図書館へ当館で製作し
たDISAYのデータを提供しており、視覚障害者用データ送信
サービスを通じて、インターネット経由で全国の視覚障害者に
広く利用されている。令和6年9月までに165件のデータを登
録したが、継続して提供を行う。

　令和5年度より、事前申込が不要なセミナー
の参加人数を制限しなかったことから、参加人
数が増加した。

　今後も本市の情報の拠点として、暮らしや学び、ビジネスな
ど市民の活動に役立つ情報を提供する講座を開催する。

　令和2年度から4年度にかけて、計3回開催し
た謎解きイベントを一旦終了とし、令和5年度は
開催しなかった。そのため、令和4年度の謎解
きイベントの参加者数と同程度の数が減少して
いる。

【再掲】市民の関心やニーズを考慮した企画を実施し、図書
館への理解促進と来館のきっかけづくりに努めるとともに、SNS
を活用し積極的なPRを行う。
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 第３　図書館の運営評価について

３．活動実施状況（児童サービス）について

（１）集会行事開催回数（単位：回）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R4 80 84 177 186 527
R5 89 107 192 243 631

対前年比 111.3% 127.4% 108.5% 130.6% 119.7%
評価 A A A A A

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（２）学級招待等開催数　　（単位：回）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

総合（計）

R4 11 16 43 70
R5 11 20 46 77

対前年比 100.0% 125.0% 107.0% 110.0%
評価 A A A A

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

　コロナ禍の終息もあり、令和5年度はすべて
の館で前年より開催回数が増加した。また、大
沢野・大山図書館のリニューアルオープンに伴
い、ワークショップ等の児童行事を地域館でも
開催した。

　各地域で活動するボランティア団体と連携し、全館で絵本
の読み聞かせや読書の楽しさを伝える子ども会を継続して実
施する。

　各館周辺の小学2年生を招待し、図書館利
用方法を指導する学級招待の実施回数は、コ
ロナ禍以前の水準に戻った。

　学校側には社会見学活動の一環として協力を求め、今後
も継続して学級招待を推進し、児童の読書普及と図書館利
用の活性化を図る。
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 第３　図書館の運営評価について

（３）園招待開催回数　（単位：回）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R4 3 21 75 2 101
R5 10 18 62 0 90

対前年比 333.3% 85.7% 82.7% 0.0% 89.1%
評価 A C C C C

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞
　各館近辺の幼稚園・保育所の園児に読み聞
かせや本の貸出を行う園招待の実施回数は、
令和4年度より減少した。

　乳幼児等の心豊かな成長に資するよう、幼稚園・保育所
の協力を得ながら、全館で園招待を推進していく。
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 第３　図書館の運営評価について

４．活動実施による成果（児童サービス）について

（１）集会行事参加人数（単位：人）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R4 8,176 442 991 1,308 10,917
R5 4,366 902 1,017 1,368 7,653

対前年比 53.4% 204.1% 102.6% 104.6% 70.1%
評価 C A B B C

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞

（２）学級招待参加人数（単位：人）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

総合（計）

R4 333 362 1,246 1,941
R5 335 452 1,278 2,065

対前年比 100.6% 124.9% 102.6% 106.4%
評価 B A B A

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞
　【再掲】各館周辺の小学2年生を招待し、図
書館利用方法を指導する学級招待の実施回
数は、コロナ禍以前の水準に戻った。

【再掲】学校側には社会見学活動の一環として協力を求め、
今後も継続して学級招待を推進し、児童の読書普及と図書
館利用の活性化を図る。

　大沢野・大山図書館のリニューアルオープン
に伴い、ワークショップ等の児童行事を開催し
たことから、地域館での参加人数が大幅に増
加した。一方で、本館での参加人数は減少して
いるが、令和4年度に実施した「図書館ビンゴラ
リー」など、大きく参加者数を得るような行事が
少なかったからといえる。

【再掲】各地域で活動するボランティア団体と連携し、全館で
絵本の読み聞かせや読書の楽しさを伝える子ども会を継続し
て実施する。特にこども図書館では未就学児とその保護者に
特化した行事を行い、本館においては、乳幼児から中高生ま
で子どもの発達段階に応じた行事を実施していく。
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 第３　図書館の運営評価について

（３）園招待参加人数　（単位：人）

本館
直営7館

（地域館・岩
瀬分館）

委託15館
（分館）

委託2館
（とやま駅南・

こども）
総合（計）

R4 54 536 1,565 70 2,225
R5 179 318 1,463 0 1,960

対前年比 331.5% 59.3% 93.5% 0.0% 88.1%
評価 A C C C C

＜評価の説明＞ ＜今後の方向性＞
【再掲】各館近辺の幼稚園・保育所の園児に
読み聞かせや本の貸出を行う園招待の参加人
数は、令和4年度より減少した。

【再掲】乳幼児等の心豊かな成長に資するよう、幼稚園・保
育所の協力を得ながら、全館で園招待を推進していく。
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第４ 報告事項 

第４ 報告事項 

 

１．能登半島沖地震の被害等について 

   図書館本館は、1 月 2 日（火）3 日（水）は、ガラス美術館と臨時開館し、本の

福袋のイベントを開催する予定であったが 1 月 1 日 16 時 10 分に発生した能登地

震により、本館の本等が落下するなどしたため、１月 16 日（水）まで休館した。 

・被害状況  

（１）本館 

     ①休館期間 令和６年 1月 2日（火）～16 日（火）までの 15日間 

②被害状況 

 項目 被害内容 

１ 書架の転倒 書庫 1か所（連結） 

大型本約 2800 冊落下 

２ 開架フロア

ーの本・新

聞等の落下 

・最下段以外はほぼ落下（推定 10 万点

以上） 

・特別コレクション室、事務室内は 1

割程度（天つなぎ設置） 

３ 本等の破損 本約 500 点 

CD 約 1000 点 

書架アクリル製見出し 350 点 

（２）本館以外 

 ・数冊～3,000 冊の図書が落下したが、4日（木）までに復旧し、 

5 日（金）から通常通り開館した。 

     ・四方分館の書架が１連、転倒した。 

   

 

２．とやま駅南図書館の閉館時間の変更について 

とやま駅南図書館について、夜間の利用が少ないことなどから、運営の効率化を

図るため、令和７年４月より閉館時間を繰り上げる。 

現行 改正後 

午前１０時から午後９時まで 

(1)月曜日から金曜日まで 

午前１０時から午後８時まで 

(2)土曜日、日曜日及び休日 

午前１０時から午後６時まで 

       ※こども図書館は午前１０時から午後６時まで（変更なし） 
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